
 

（別記） 

 

令和２年度峰延地域農業再生協議会水田フル活用ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題 

当地域は米の作付面積が水田本地面積の約５割を占める水田地帯であり、転作の主品目

としては小麦を作付していますが、連作障害等により近年は収量が伸び悩む傾向にある

為、大豆を中心に、なたねやそば等を輪作体系に取り入れ、収量の向上を図ります。特に

小麦、大豆、なたねに関しては収量向上が実現できれば所得向上に繋がる作物であります

ので産地としても積極的に導入して参ります。また、野菜、花卉、果樹等については高収

益作物として地産地消も含めた中で販売し、所得向上に努めます。なお、連合会長会議等

で制度周知・ビジョンの検討を進めます。 

 

２ 作物ごとの取組方針等 

 

（１）主食用米 

 実需者ニーズに即した「安全・安心」の提供を図るため高品質米の生産向上と

YES!cleanの取り組み面積の拡大や環境保全型農業の推進を強化し、産地の確立を図

ることと共に、需要に応じた安定供給を図るため、主食用米の面積確保に努めます。 

 

（２）非主食用米 

  ア 飼料用米 

    品種特性（多収性品種）を活かした収量の向上と直播栽培等による省力化や低コ

スト化により所得の向上を目指します。 

  イ 米粉用米 

    現在取り組みはありません。 

  ウ 新市場開拓用米 

    需要に応じて適切に対応します。 

  エ WCS用稲 

    直播栽培等を行い、省力化や低コスト化に努め、面積維持を図ります。 

  オ 加工用米 

    加工用米を中心に非主食用米の取り組みによる水張面積の確保を図り将来的な主

食用米生産拡大を目指します。 

  カ 備蓄米 

        需要に応じて適切に対応します。 

 

（３）麦、大豆、飼料作物、甜菜 

   麦については、透排水性の改善を図り、適期播種、適量施肥、防除等を継続的に実

施し、品質及び収量向上に努めます。大豆、甜菜については、面積を拡大し、輪作体

系の確立を図ります。また、適期播種、適量施肥、防除等を継続的に実施し、品質及

び収量向上により所得の向上に向けて取り組みます。飼料作物については、適期播種

を継続して行い、畜産農家への安定供給を図ります。 



 

（４）そば、なたね 

   そばについては、透排水性の改善を図るとともに、適期播種や防除の情報提供を行

い、単収の向上・安定化を図ります。なたねについては、防除の回数や肥料の量が少

なく、低コストによる所得向上が実現できる作物として、面積拡大を図ります。 

 

（５）高収益作物（園芸作物等） 

   地元スーパーと連携し、地産地消を推進し、需要にあった作付を図ります。（品目

は別紙） 

 

（６）畑地化の推進 

   畑地化については、取り組む予定はありません。 

 

３ 作物ごとの作付予定面積 

作物 
前年度の作付面積 

（ha） 

当年度の作付予定面積 

（ha） 

2020 年度の作付目標面積 

（ha） 

主食用米 1,891.12 1,753.77 1,753.77 

飼料用米 141.81 147.24 147.24 

米粉用米 － － － 

新市場開拓用米 9.13 9.50 9.50 

WCS 用稲 30.31 28.37 28.37 

加工用米 89.87 142.87 142.87 

備蓄米 4.00 4.00 4.00 

小麦 1,042.19 1,043.39 1,043.39 

大豆 434.45 434.57 434.57 

地力増進作物 66.97 147.65 147.65 

飼料作物 2.42 2.42 2.42 

そば 11.19 15.00 15.00 

なたね 3.75 7.10 7.10 

甜菜 4.16 3.83 3.83 

その他地域振興作物 67.16 71.13 71.13 

 野菜 61.51 64.00 64.00 

 花卉 2.85 3.00 3.00 

 果樹 1.85 3.00 3.00 

 小豆 0.95 1.13 1.13 

 

４ 課題解決に向けた取組及び目標 

整理

番号 
対象作物 使途名 目標 

 

前年度（実績） 目標値 

 

１ 
小麦 収量向上対策助成 

作付面積(ha) （1年度）1,042.19 （2年度）1,043.39 

収量(kg/10a) （1年度）400 （2年度）540 



 

 

２ 
小麦 大豆間作麦輪作加算 

作付面積（ha） （1年度）1,042.19 （2年度）1,043.39 

収量(kg/10a) （1年度）400 （2年度）540 

 

３ 

 

大豆 収量向上対策助成 

作付面積(ha) （1年度）434.46 （2年度）434.57 

収量(kg/10a) （1年度）250 （2年度）300 

 

４ 
なたね 収量向上対策助成 

作付面積(ha) （1年度）3.75 （2年度）7.10 

収量(kg/10a) （1年度）394 （2年度）420 

 

５ 

小麦、大豆、なた

ね、そば、甜菜、

野菜 

基幹作物輪作加算 

作付面積（ha） （1年度）1,557.38 （2年度）1,567.89 

小麦収量(kg/10a) （1年度） 400 （2年度）540 

 

６ 
甜菜 基幹作物助成 

作付面積(ha) （1年度） 4.16 （2年度）3.83 

収量(kg/10a) （1年度）  6,712 （2年度）6,400 

 

７ 
そば 収量向上対策助成 

作付面積(ha) （1年度）11.19 （2年度）15.00 

収量(kg/10a) （1年度） 30 （2年度）38 

８ 
野菜、花卉、果

樹 
振興作物助成 作付面積(ha) （1年度）66.21 （2年度）70.00 

９ 小豆 
 

振興作物助成 

作付面積(ha) （1年度）0.95 （2年度）1.13 

収量(kg/10a) （1年度）231 （2年度）280 

 １０ 地力増進作物 地力増進作物助成 取組面積(ha) （1年度）27.08 （2年度）43.07 

 １1 地力増進作物 圃場整備促進助成 作付面積(ha) （1年度）37.51 （2年度）104.58 

 １２ 地力増進作物 
小麦・玉葱病害対策

（二毛作） 
取組面積(ha) （1年度）132.10 （2年度）150.00 

 １３ そば 
二毛作助成 

（そば） 
作付面積(ha) （1年度）43.25 （2年度）53.20 

１４ 野菜 
二毛作助成 

（野菜） 
作付面積(ha) （1年度）7.7 （2年度）12.00 

１５ 飼料用米 
耕畜連携助成 

（耕畜連携） 

作付面積(ha) （1年度）141.81 （2年度）147.24 

取組面積(ha) （1年度）77.41 （2年度）81.52 

１６ 

小麦、大豆、そ

ば、なたね、甜

菜 

土壌分析加算 

作付面積(ha) （1年度）1,249.20 （2年度）1,503.89 

収量(kg/10a) （1年度）400 （2年度）540 

 １７ 
なたね 基幹作物助成 作付面積(ha) （1年度）3.75 （2年度）7.10 

そば 基幹作物助成 作付面積(ha) （1年度）11.19 （2年度）15.00 

１８ 新市場開拓用米 
新市場開拓用米 

作付助成 
作付面積(ha) （1年度）9.13 （2年度）9.50 



 

１９ 
野菜、花卉、果

樹 

高収益作物等 

拡大加算 
作付面積(ha) （1年度）66.21 （2年度）70.00 

２０ 

小麦、大豆、そ

ば、なたね、甜

菜、小豆、野

菜、花卉、果樹 

転換作物拡大加算 

作付面積（ha） （1年度）1,564.37 （2年度）1,575.02 

小麦収量(kg/10a) （1年度） 400 （2年度）540 

２１ 

加工用米、新市

場開拓用米、飼

料用米、WCS 用稲 

転換作物拡大加算 

作付面積（ha） （1年度）271.12 （2年度）327.98 

加工用・新市場美

唄市収量(kg/10a） 
（1年度）560.00 （2年度）590.00 

加工用・新市場岩見

沢市収量(kg/10a） 
（1年度）548.00 （2年度）578.00 

飼料用美唄市収量

（kg/10a） 
（1年度）584.00 （2年度）614.00 

飼料用岩見沢市収

量（kg/10a） 
（1年度）572.00 （2年度）602.00 

WCS 用稲収量

（kg/10a） 
（1年度）480.00 （2年度）510.00 

２２ 飼料用米 複数年契約加算 

作付面積（ha） （1年度）141.81 （2年度）147.24 

作付面積に対する

取組実施率（％） 
（1年度） - （2年度） 80 

※ 必要に応じて、面積に加え、当該取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定して下さ

い。 

※ 目標期間は３年以内としてください。 

 

５ 産地交付金の活用方法の明細 

  別紙のとおり 


